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フタリシズカ（センリョウ科） 

 源義経が頼朝に

追われてさまよっ

ていた時、眼前に

義経の妾となる静

御前が現れたエピ

ソードにちなみ、

ヒトリシズカとい

う植物があり、吉

野静・眉掃草と言

われます。花茎は

１本ですが、今回

は、花穂が２本の

フタリシズカを扱

います。植物の高

さは５０㎝くら

い。茎は直立し枝

をださず４５㎝くらい上の節に２枚ずつ葉が対生

し、上の茎の頂上に２～３本の花穗を直立しますが

３～４本の花穂のも結構多く観られ（４本静か＝ヨ

ンホンシズカ）とよびたい時もあります。１本の花

穂に小さな白っぽい丸い花を１２個くらいずつ付け

る。花弁がなく３個の雄しべが丸く子房を抱くとい

う変わった花です。花期もヒトリシズカに比べこち

らの方が遅いです。４枚の葉の１枚を主脈を中心に

中表に折ってみると中脈のあり方が芸術的に見え、

その先は葉の縁はきれいに整った鋸葉です。晩夏以

降はさっさと紅葉し、地上部は消えます。このよう

な花期・大きさや葉・花弁の数・構造などヒトリシ

ズカとの違いを、フタリシズカは倉沢里山のあちこ

ちで見せてくれた５月下旬でした。（写真は花が終

わり種になったヒトリシズカ） 

 

―註―植物誌の103号で出した問題は、植物の

「科」何科とわかると新しく植物の名を見つける

時、見つけやすいのでやってみました。ところが

「科」は植物研究上から変わる植物があるというこ

とをはる子さんに指摘され、我が娘からも指摘され

ました。現在お持ちの図鑑は変わる以前だった方が

多かったでしょう。お詫びします。   峰岸立枝 

出会いの奇跡 

田村はる子 

 山縣依里 

 この度、3月に新規入会させていただきました山縣

と申します。 入会した経緯は、市民農園のお隣さん

であり本会の会員でもある櫛田貴司さん（2023年春号

掲載）より、百草に素晴らしい里山があるとご紹介い

ただいたことがきっかけです。その後、田村はる子さ

んとお会いする機会に恵まれ入会いたしました。初め

て里山を訪れたときは、青々とした緑と美しい花々、

鳥のさえずり、土の爽やかな香りに、心身が満たされ

たのを覚えています。 

 会の皆さまが温かく受け入れてくださったお陰で、

現在は植物の保護活動を中心に参加しております。季

節ごとに美味しい実をつける果樹や、様々な姿形の可

憐な花、漢方薬として利用されている植物もあると教

えていただき、自然の持つ力には驚くばかりです。 

 大学時代は環境系の学部生だったこともあり、自然

と人との共生について少々学んだことがありました。

里山と人の暮らしは密接に関わっているものと、当時

は知識として理解をしていただけでしたが、会の活動

を通して、本当に暮らしと結び付いていたんだなぁ…

と少しずつ実感できるようになりました。 

 自然と生き物が絶えず循環しながら、人と共生する

里山。昔ながらの当

たり前であった暮ら

しが、今でも「倉沢

里山を愛する会」の

里山の中で生きてい

る こ と。そ の 里 山

は、会の皆さまが定

期的に手入れをされ

ていることで、美し

く保たれているこ

と。それは、皆さま

の想いによって今の

里山の姿があるとい

うことでもあり、百

草には、なんて貴重

な場所が残されてい

るのだろうかと、言

葉では言い表せない

気持ちです。 

 これからも、微力で

はありますが自分の

ペースで保全活動に携わっていけたらと思っておりま

すので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

mailto:alice-fm@mail.hinocatv.ne.jp
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石垣正枝 

 聖蹟から百草に

移って30年。歩いて

30分の距離なのに静

かで、少し冷気を帯

びた清しい風、鳥や

虫の声、月の満ち欠

けを身近に感じるこ

の地の豊かさに日々

しあわせを感じてい

ます。タラの丘の下

がまだ林だった頃の

こと。真夏の炎天下、聖蹟から倉沢まで来たところでひ

と休みと思って入った緑陰の涼しいこと、心地よいこ

と！木々の持つ自然の力と恵みに樹林帯の大切さをしっ

かり心に刻んだ時でした。 

 それから長い時を経て、この倉沢を守っていると聞い

ていた里山の会に入りたいと、田村さんを訊ねました。

案内されて初めて見たキンラン、ギンランの可憐なこ

と。希少種を守り育て、里山の環境維持のために草刈り

や外来種の駆除、落ち葉掃きをし、その間に筍や梅、 

柿、 栗等々、山の恵みのおすそ分けをいただく楽しみ

もあることを知りました。里山の花々を見て、山歩きに

出かけてもひたすら山頂だけをめざしていた私は、ずい

ぶんもったいないことをしていました。 

  希少種も駆除種もまだよく見分けがつきませんが尋ね

れば、すぐに解るようになりますよと皆親切に教えてく

ださいます。ちょっとした知恵も授かって 、この歳に

なっての新たな気付きや知ることに新鮮さを感じていま

す。 

 暑い日も里山の中ではそんなに苦痛ではありません。

ひと休みの時間に冷水を飲みお話に興じるのもまた楽し

み。リセットしてまた次の作業にとりかかりあっという

間の2～3時間です。 

 併設ファームは、落ち葉や近隣農家さんの牛ふん鶏ふ

ん等を使って耕し育てるとのこと。収穫物は美味しく頂

き、得た力で活動して元気になる。ここで行われている

ことはみな循環しているのですね。本物のSDGsの実践な

のだと思いました。 

 少しずつ、ならってわかる喜びと出会いを楽しみに。

どうぞよろしくお願いします。 

 石垣正枝、里山の皆さんからいっぱい学ばせていただ

きます♪ 

里山の植物さん達に出会えました♪ 倉沢里山の風に誘われて.... 
 小川啓子 

 ５月に入会しました小川です。友人の野村さんから里

山活動のお話は聞いていました。野山の植物の名前が

分かるようになりたい！子供４人が育った大好きな日

野市に私にも何かお役に立てることがあったら出来る

ことをやれるかな！そんな気持ちから田村さんに里山

を案内いただきました。日野にもこんなに心地よい空

気を吸える所がある事に感動し、申し込みをして帰り

ました。毎月必ずとは言えませんが、できる範囲で楽

しく参加させていただきます。植物さんたちとも仲良

くしたいです。どうぞよろしくお願いします。 

 里山を見学させていただいて感じたのは、生まれ

育った八王子の由木の子供の頃の風景です。 

家のまわり中が畑、ちょっと歩くと養鶏場、牛屋さん

があり糞のにおいは生活そのものでした 。 

 春には茶摘み、真っ青な茶葉を薪の上に載せてのお

茶作りのかおりが好きでした。季節ごとの養蚕のおか

いこさんの桑の葉を食べる音、冬になると枯れ木を燃

やす畑の煙のにおい、子供の頃の何気ない一コマ一コ

マが、里山に来て急に頭に浮かんできて、タイムス

リップさせてもらいました。 

 農耕民族の先祖を持つ私達は、吸う空気も食べるモノ

も着るモノも、植物が身体に馴染むと感じます。里山

に出向くことで先輩

方、植物さん達から教

えてもらえるように感

じます。 

 先日、高尾山散策に

参加させていただき

セッコクランに会えま

した。ひたすら上を向

いてお花を見つけるの

には首が痛くもなりま

したが、自然の中で自

生する貴重なお花に出

会えて、幸せな気持ち

と筋肉痛を味わいまし

た。未知の自分にも会

えるんですね♪ 

お子様と共に、ジャガイモの植え付け作業 

今年も沢山 

美しく咲いて

くれました！ 

都のレッドリ

スト、絶滅危

惧種1類のシ

ロバナカザグ

ルマ。 

オニノヤガラ（第

一緑地）都のレッ

ドリスト、絶滅危

惧種1B類に区分 

ファーム管理をしてる方へ 

 区画内はもちろんですが、区画

外の近くの草地は、ファーム規

約にもありますように、草刈り

や、外来種抜き、笹刈りをお願

いしています。また梅雨時でも

あり、畑地横に堀のある個所は

土を掘り上げて、雨水の流れを

良くするようにお願い致しま

す。土留めとして最初から植え

てあるリュウノヒゲは、取りま

すと土が流出します。大切に取

扱って頂きたくお願いします。 

熱中症対策講座 

今年も熱中症対策講座

を救急救命士の柿沼さ

んにお願いして開催。

今年も大盛況！受講後

は、活動時にとても安

心感があります。暑さ

対策は出来ることから

始めましょう。 

柿沼さん毎年ありがとうございます！ 

6/10（土） 

写真は会員の田中美恵さんが提供 
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倉沢周辺の 

 「弱々しい」ことを「ひ

わひわしい」ということが

あり、そうしたものが河原

に居ることが多いというの

で、「カワラヒワ」と呼ばれるようになったのだそうで

す。が、どんなものでしょう。身体つきががっしりして

いて、「キリリ キリ キリコロロ ビーン」というさ

えずりも力強く声量もあり、あまりひわひわしくはない

ようです。 

 春も本番となると、多摩川の河川敷の中州には、いち

めん黄色の花で埋めつくされる所がそこかしこに現れま

す。アブラナが野生化したもので、「セイヨウアブラ

ナ」と「セイヨウカラシナ」が群落をつくって場所を取

り合っているのです。その花が終わりに近づいて実に変

わるころは、「カワラヒワ」たちにとっては楽園であり

ましょう。クチバシの

ピンク色が、種子の汚

れで隠れてしまうほど

の ド ン チ ャ ン パ ー

ティーが何日も続くの

です。なにしろ食べ放

題！ 

 全体に地味に見え、

好んで群れることから

もスズメに間違えられ

ることがありますが、

クチバシがスズメより

もさらに太くがっしり

していてピンクに近い

色をしていること、翼

に黄色の帯状の斑が

あって飛んでいるときは特に目立つこと、尾が魚の尾び

れのように中央がくびれていること、などから見分けが

つきます。 

 カワラヒワはほとんど日本全国で留鳥として棲息しま

すが、北海道以北で繁殖するものは冬鳥として本州に飛

来します。 

 晩秋から初冬にかけては、河原から離れた見晴らしの

良い梢に群れを成して止まっているのがよく見られま

す。これから過ごす、新しい土地の様子をよく見ておこ

うとしているのだと思います。 

 

鳥たち 

 カワラヒワ 
写真と文 杉本 研士 

季節を染める  

写真と文 金子徳子 
 足元にある様々な植物を有用して日々の暮らしに

取り入れる方法はいろいろありますが、植物から色

を戴き布を染める草木染もそのひとつです。 

季節が巡り様々な植物が芽を出し顔を出してくる

と、「ああ、またこの季節がやってきたな」と実感

します。 

 春 に な る と

梅・桜・タンポ

ポ・ヨモギ・ド

クダミ・クズな

どなど、身の回

りは豊かな植物

で溢れ てきま

す。そんな季節

季節に植物から

色を戴き、布を染める 

生活を始めてもう何年にもなります。 

 先日多摩川にレンリソウを見に行った時、ナヨク

サフジの美しい紫の花が咲いていたので少し摘んで

きて染めてみました。 

 一般的な草木染では、先ず植物を煮出して染料を作

ります。染料は水に溶ける色素なので、布を染液に

浸しただけでは色は染まりません。媒染という過程

で、色素と布を金属で繋ぎとめてあげます。 

ミョウバンを使うアルミ媒染では明るい色に、木酢

酸鉄を使う鉄媒染では落ち着いた色になります。そ

れを利用して様々な模様を作ることができます。先

日のナヨクサフジは板締め絞りという技法を使いま

した。 

 布のたたみかた、板の置き方、媒染の使い方の組み

合わせで仕上がりのパターンは無限です。戦略を

練って色々な模様を考えるのはとても楽しく、良い

頭の体操になっています。

勿論、単色の作品も大好き

ですが。 

 ちなみにナヨクサフジは

美しい紫の花の色は出ず、

同じマメ科のカラスノエン

ドウと同じような色に染ま

りました。 

 多摩川や野山を歩いて植

物を採取してきたり、樹木

の剪定をした後の不要な枝

葉を貰ってきたりして、季

節を感じながら身近な植物

で草木染を楽しんでいます。 

 

 

ナヨクサフジ 

タマノカンアオイの

花、自生地が関東地方南

部に限られた固有種であ

り、環境省レッドリスト

で絶滅危惧Ⅱ類 昭和六

年（一九三一）牧野富太

郎博士が現在の川崎市生

田緑地付近で採集した標

本をもとに命名したもの

である。  「Heterotropa 

muramatui(Makono)

F.Maek.var tamanennsis

(Makino)f.Maek」  

板締め絞りの技法 

複雑な模様を染める 

 
手仕事による素晴らしい作品 
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4/1(土)外来種除去及び保護棒で保護（22名） 
4/12（水）植物保護、万蔵院台・竹林（18名参加） 
    会計監査実施・山椒の葉摘み 
4/16（日）外来種抜き・樹木伐採・刈り払い機講習
会（49名参加） 

4/28（金）外来種抜き・植物保護（13名） 
5/3（水）外来種除去・万蔵院台機械刈り（21名） 
5/10（水）植物保護（17名）実山椒摘み 
5/14（日）万蔵院台、空地の機械刈り・万蔵院台崖
地、ブルーベリー畑草取り（47名） 

5/21（日）第一緑地の保護、外来種イネ科（24名） 
5/24（水）第一、第二緑地の機械刈り・そださく、
長久保緑地の梅もぎ（28名） 

６/８（木）植物保護（14名） 
6/10（土）長久保機械刈り・北緑地手刈り（37名） 
6/17（土）植物保護 万蔵院台赤道、タラの丘、北
緑地（18名）柿沼さんの熱中症対策講座（21名) 

6/21（水）北緑地・赤道・タラの丘の機械刈り、長
久保崖地・タラの丘・ブルーベリー畑手刈り 

（35名） 

各回の持物：バンダナ、手袋、スタンプ帳、飲料水 

各回とも１０：００ 炭焼小屋広場集合 雨天時翌日

（内容を変更する事や番外編あり。各回おやつあり 

7/8(土)万蔵院台、第二、空地の刈払機作業・ソダ柵 

7/23(日)長久保緑地刈り払い機・万蔵院台崖地草刈り 

8/11(金・祝) 栗林２か所刈り払い機作業・第一崖面、 

 周辺手刈り 

9/3（日）タラの丘、第二緑地一部刈り払い機・ブルー

ベリー畑除草、肥料・第二の手刈り 

9/20（水）長久保緑地刈払機作業・バーソブ周囲手刈り、

万蔵院台崖地手刈り 

毎回の作業の数日前に植物保護作業、９時第２緑地集合。 

☆☆☆☆☆ 事 務 局 か ら ☆☆☆☆☆ 

☆梅の実が、今年はなぜか沢山なりました。剪定

もせずに（笑）大収穫で、全部で41.2㎏もありま

した。梅ジュースと梅干しに加工しています。梅

ジュースは活動時、冷たい氷と共に皆様に提供し

ます。梅干しは、バザーで販売予定です。 

☆外来種は、年々入ってきますがその都度調べて

抜き取ります。セリバヒエンソウは数年前から除

去していますが、お陰様でかなり減りました。ク

ズは日本の植物ですが、他の植物を駆逐します。

長久保のクズは毎年採っていて随分減り、皆様の

力により、理想的な緑地に近づきつつあります。 

☆活動日の朝礼時に活動の注意点等、安全にかか

わることがありますので、遅刻厳禁で集合をお願

いします。 

☆日野市雑木林ボランテイア講座の方々が里山見

学にいらっしゃいました。副会長の伊東さんの説

明で、里山を一回り、講座終了後には、是非倉沢

里山に御入会頂きたく心よりお待ちしています。 

4月～6月の主な活動記録 

7月～9月の主な活動予定 

日帰り視察旅行のお知らせ 1 1 / 1 6 

10/18・渋柿もぎ 

「2023年日帰り視察旅行」の実施内容が下記の通り決定

しましたので日程とコース概略をお知らせいたします。 

参加者の募集については、10月となりますので参加を希

望される方は日程の確保をお願いいたします。10/1発行

ニュースレター秋号に詳細を正式発表いたします。 

 

日時2023年11月16（木）集合7時30分（雨天決行）帰着

17時30分（午前中のスケジュールの関係で早めの時間と

なりました） 

集合場所 倉沢第一緑地駐車場 （同帰着場所） 

 

目的地  ①おおたか

の森トラスト（埼玉県

所沢市北岩岡46-1）お

おたかの森は埼玉県西

部に広がる武蔵野の平

地林 550ｈです。減少

する平地林を購入する

などして管理、再生に

取り組んでいる。活動

内容の説明後に1時間

程度ボランティアで体

験活動を行います。（動きやすい服装と靴でいらして下

さい） 

②トキタ種苗大利根研究農場（埼玉県加須市阿佐間 

 種苗会社が実施するオープンデーに参加し人気のイタ

リア野菜等を見学します。 

昼食 「繭久里カフェ」（加須市油井ヶ島）農業生産法

人誠農社エシカルパーク内の古民家カフェにて有機栽培

野菜中心の体に優しいランチをいただきます。 

参加人員 37名 参加費 5.000円（バス、昼食代含） 

参加者決定連絡後に活動日等に事務局に払い込みいただ

きます。10月14日決定連絡予定、払い込み期日は11/5〆 

参加申し込みは10月1日から先着順です。お子様も同額 

事務局にてメール・電話で受け付け、37名を超えた 

場合は、キャンセル待ちとして受け付けます。 

 

集合7:20出発7：30→（一般道途中休憩なし）9：00 

おおたかの森トラスト着 再生の森見学説明・体験 

活動 同発11：00→（関越/圏央道/東北道途中休憩可）

12：15繭久里カフェ着 昼食・土産 同発13：15→13：

45トキタ種苗大利根研究農場着 施設、圃場見学・土産 

同発15：15（東北道/圏央道/中央道 途中休憩）経由 

帰路→17：30倉沢着予定 

留意点 倉沢駐車場は台

数に限りがあり当日はミ

ニバス利用、車の乗り合

いにご協力下さい。 

トキタ種苗研究農場 

繭久里カフェの 

バーニャカウダ定食 

 トラスト代表の足立桂子さん 


